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 我々は‘高度好熱菌 丸ごと一匹プロジェクト’に参加し、そのスタート時に 69 個のタンパク質を構造解

析のターゲットとして選び、基質認識、誘導適合、反応機構、分子進化など構造と機能に関する研究を進

めてきた。69 個のうち、42 個がアミノ酸代謝系に属するタンパク質であった。45 個の精製タンパクについ

て、蒸気拡散法による結晶化を試み、39 個について結晶を得た。33 個が 2.8Å 以上、16 個が 2.0Å 以上

の分解能を示した。これらのうち、23 個について構造決定に成功した。 

 

 

構造決定した蛋白質は主に

アミノ酸代謝系に属するもの

で、１．ヒスチジン合成系（4

個）、２．アルギニン合成系（3

個）、３．グリシン・セリン・トレ

オニン代謝系（5 個）、４．分

岐鎖アミノ酸合成系（２個）な

どである。これの酵素のうち、

主要なものの構造と機能に

ついて報告する。 
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